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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１本体と、
　前記第１本体が開閉可能に装着され、長手方向にガイドスロットが形成される第２本体
と、
　前記第１本体と前記第２本体との間に設置され、前記第１本体の開閉時に弾性力を提供
する弾性力提供部と、
　前記第１本体と前記第２本体との間に設置され、前記第１本体の開閉時に発生する衝撃
を低減するダンピングユニットと、
　前記第１本体と前記第２本体との間に設置され、前記第１本体が閉状態のとき、前記第
１本体をロックするロックユニットとを含み、
　前記ロックユニットは、
　前記第２本体に固定され、直線移動可能に形成されるプッシュロッドと、
　前記第１本体に固定され、前記プッシュロッドに係止され、前記係止の解除により前記
ガイドスロットに沿って移動するように、前記第１本体から前記ガイドスロットに向かっ
て突出し、前記プッシュロッドが移動する面を貫通して前記ガイドスロットに挿入される
係止ロッドとを含み、
　前記弾性力提供部は、
　前記第２本体に長手方向に形成され、前記ガイドスロットと平行をなすガイド溝と、
　前記ガイドスロットと平行に形成され、前記第１本体の背面に固定され、前記ガイド溝
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に移動可能に配設される移動ロッドと、
　前記ガイド溝と前記移動ロッドとの間に設置されて前記移動ロッドを付勢する弾性部材
とから構成され、
　前記ダンピングユニットは、
　前記移動ロッドの一側面に長手方向に形成されるラックギアと、
　前記ラックギアに噛み合うピニオンギアと、
　前記第２本体に固定されて前記ピニオンギアに連結されて、前記ピニオンギアが徐々に
回転するようにダンピングするダンパと、
　から構成されることを特徴とする携帯端末機。
【請求項２】
　前記ロックユニットは、
　前記第２本体に設置されるボタンをさらに含み、
　前記プッシュロッドが、前記ボタンに連結されて、前記ボタンが押されることによって
直線移動するように形成されることを特徴とする請求項１に記載の携帯端末機。
【請求項３】
　前記プッシュロッドに、前記ボタンを押された状態から元の状態に復帰させるリターン
スプリングが設置されることを特徴とする請求項２に記載の携帯端末機。
【請求項４】
　前記ダンパは、
　前記第２本体に形成された装着部に固定されて内部に流体が充填されるハウジングと、
　前記ハウジングに回転可能に配設されて前記ピニオンギアが連結される回転軸と、
　前記回転軸の外周面に等間隔に配設され、流体の通過時に流動抵抗を発生させるオリフ
ィスが形成される回転翼と、
　から構成されることを特徴とする請求項１に記載の携帯端末機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スライドタイプの携帯端末機に関し、特に、端末機の開閉時に発生する衝撃
を低減できる携帯端末機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、携帯端末機は、入力ボタン領域が開閉するように本体にフリップが回動可能に
装着されるフリップタイプ、ダイヤルボタンやメニューボタンなどが備えられる本体部及
び前記本体部に回動可能に装着されてＬＣＤが取り付けられる蓋部から構成される折り畳
みタイプなどに区分され、最近では多様な情報を画像表示するために大きな画面を有する
端末機の必要性が高まっている。
【０００３】
　このような必要性に応じて、大きなサイズのＬＣＤが取り付けられて各種の画像情報を
表示する第１本体と、ユーザが情報を入力する第２本体とから構成されて、前記第１本体
が前記第２本体からスライドされて開閉するスライドタイプの携帯端末機の使用が増加し
ている。
【０００４】
　図７は従来のスライドタイプの携帯端末機の斜視図であり、図８は従来のスライドタイ
プの携帯端末機の分解斜視図である。
【０００５】
　図７及び図８に示すように、従来のスライドタイプの携帯端末機は、各種の情報を表示
するディスプレイ１１０が取り付けられる第１本体１０２と、第１本体１０２がスライド
可能に装着され、ユーザが情報を入力するキーパッド１０６が前面に取り付けられる第２
本体１０４と、第１本体１０２と第２本体１０４との間に設置され、第１本体１０２が第
２本体１０４の長手方向にスライドされるようにガイドするスライド部１２０、１２２と
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から構成される。
【０００６】
　スライド部１２０、１２２は、第１本体１０２の背面の両側に長手方向に形成されるス
ライド溝１２０と、第２本体１０４の前面の両側からそれぞれ突出し、スライド溝１２０
にスライド可能に挿入されるスライド突条１２２とから構成される。
【０００７】
　また、第１本体１０２と第２本体１０４との間にはスプリング１３０が設置されており
、第１本体１０２を開方向又は閉方向に押すと、スプリング１３０の弾性力により、第１
本体１０２が自動で開くか又は閉じる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、このように構成された従来のスライドタイプの携帯端末機においては、第１本
体１０２を開方向又は閉方向に押すと、スプリング１３０の弾性力により、第１本体１０
２が自動で開くか又は閉じるため、これにより衝撃が発生して端末機が損傷し、その衝撃
により騒音が発生するという問題があった。
【０００９】
　本発明は、このような従来技術の問題を解決するためになされたもので、端末機にダン
ピングユニットを設置して、端末機の開閉時にダンピング動作を行うことにより、端末機
の開閉時に発生する衝撃を低減できる携帯端末機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　このような目的を達成するために、本発明による携帯端末機は、第１本体と、前記第１
本体が開閉可能に装着される第２本体と、前記第１本体と前記第２本体との間に設置され
、前記第１本体の開閉時に弾性力を提供する弾性力提供部と、前記第１本体と前記第２本
体との間に設置され、前記第１本体の開閉時に発生する衝撃を低減するダンピングユニッ
トとを含むことを特徴とする。
【００１１】
　前記第１本体と前記第２本体との間に設置され、前記第１本体が閉状態のとき、前記第
１本体をロックするロックユニットをさらに含むことを特徴とする。
【００１２】
　前記ロックユニットは、前記第２本体に設置されるボタンと、前記ボタンに連結されて
、前記ボタンが押されることによって直線移動するプッシュロッドと、前記第１本体に固
定され、前記第２本体の前面に形成されたガイドスロットに沿って移動し、前記プッシュ
ロッドに係止される係止ロッドとから構成されることを特徴とする。
【００１３】
　前記弾性力提供部は、前記第２本体に長手方向に形成されるガイド溝と、前記第１本体
の背面に固定され、前記ガイド溝に移動可能に配設される移動ロッドと、前記ガイド溝と
前記移動ロッドとの間に設置されて前記移動ロッドを付勢する弾性部材とから構成される
ことを特徴とする。
【００１４】
　前記ダンピングユニットは、前記移動ロッドの一側面に長手方向に形成されるラックギ
アと、前記ラックギアに噛み合うピニオンギアと、前記第２本体に固定されて前記ピニオ
ンギアに連結されて、前記ピニオンギアが徐々に回転するようにダンピングするダンパと
から構成されることを特徴とする。
【００１５】
　前記ダンパは、前記第２本体に形成された装着部に固定されて内部に流体が充填される
ハウジングと、前記ハウジングに回転可能に配設されて前記ピニオンギアが連結される回
転軸と、前記回転軸の外周面に等間隔に配設され、流体の通過時に流動抵抗を発生させる
オリフィスが形成される回転翼とから構成されることを特徴とする。
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【００１６】
　また、本発明による携帯端末機は、第１本体と、前記第１本体がスライド可能に装着さ
れる第２本体と、前記第１本体と前記第２本体との間に設置され、前記第１本体をスライ
ドさせるスライドモジュールとから構成され、前記スライドモジュールは、第１スライド
部材と、前記第１スライド部材がスライド可能に装着される第２スライド部材と、前記第
１スライド部材と前記第２スライド部材との間に設置され、前記第１スライド部材の開閉
時にダンピング動作を行うダンピングユニットとを含むことを特徴とする。
【００１７】
　上記目的を達成するために、本発明は、例えば、以下の手段を提供する。
【００１８】
　（項目１）
　第１本体と、
　上記第１本体が開閉可能に装着される第２本体と、
　上記第１本体と上記第２本体との間に設置され、上記第１本体の開閉時に弾性力を提供
する弾性力提供部と、
　上記第１本体と上記第２本体との間に設置され、上記第１本体の開閉時に発生する衝撃
を低減するダンピングユニットと、
　を含むことを特徴とする携帯端末機。
【００１９】
　（項目２）
　上記第１本体と上記第２本体との間に設置され、上記第１本体が閉状態のとき、上記第
１本体をロックするロックユニットをさらに含むことを特徴とする項目１に記載の携帯端
末機。
【００２０】
　（項目３）
　上記ロックユニットは、
　上記第２本体に設置されるボタンと、
　上記ボタンに連結されて、上記ボタンが押されることによって直線移動するプッシュロ
ッドと、
　上記第１本体に固定され、上記第２本体の前面に形成されたガイドスロットに沿って移
動し、上記プッシュロッドに係止される係止ロッドと、
　から構成されることを特徴とする項目２に記載の携帯端末機。
【００２１】
　（項目４）
　上記プッシュロッドに、上記ボタンを押された状態から元の状態に復帰させるリターン
スプリングが設置されることを特徴とする項目３に記載の携帯端末機。
【００２２】
　（項目５）
　上記弾性力提供部は、
　上記第２本体に長手方向に形成されるガイド溝と、
　上記第１本体の背面に固定され、上記ガイド溝に移動可能に配設される移動ロッドと、
　上記ガイド溝と上記移動ロッドとの間に設置されて上記移動ロッドを付勢する弾性部材
と、
　から構成されることを特徴とする項目１に記載の携帯端末機。
【００２３】
　（項目６）
　上記ダンピングユニットは、
　上記移動ロッドの一側面に長手方向に形成されるラックギアと、
　上記ラックギアに噛み合うピニオンギアと、
　上記第２本体に固定されて上記ピニオンギアに連結されて、上記ピニオンギアが徐々に
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回転するようにダンピングするダンパと、
　から構成されることを特徴とする項目５に記載の携帯端末機。
【００２４】
　（項目７）
　上記ダンパは、
　上記第２本体に形成された装着部に固定されて内部に流体が充填されるハウジングと、
　上記ハウジングに回転可能に配設されて上記ピニオンギアが連結される回転軸と、
　上記回転軸の外周面に等間隔に配設され、流体の通過時に流動抵抗を発生させるオリフ
ィスが形成される回転翼と、
　から構成されることを特徴とする項目６に記載の携帯端末機。
【００２５】
　（項目８）
　第１本体と、
　上記第１本体がスライド可能に装着される第２本体と、
　上記第１本体と上記第２本体との間に設置され、上記第１本体をスライドさせるスライ
ドモジュールとから構成され、
　上記スライドモジュールは、
　第１スライド部材と、
　上記第１スライド部材がスライド可能に装着される第２スライド部材と、
　上記第１スライド部材と上記第２スライド部材との間に設置され、上記第１スライド部
材の開閉時にダンピング動作を行うダンピングユニットと、
　を含むことを特徴とする携帯端末機。
【００２６】
　（項目９）
　上記第１スライド部材に、ガイドロッドが長手方向に取り付けられ、上記第２スライド
部材に、上記ガイドロッドが挿入されて直線移動するガイドホールが形成されることを特
徴とする項目８に記載の携帯端末機。
【００２７】
　（項目１０）
　上記第１スライド部材と上記第２スライド部材との間に設置され、上記第１スライド部
材のスライド時に弾性力を提供する弾性力提供部をさらに含むことを特徴とする項目８に
記載の携帯端末機。
【００２８】
　（項目１１）
　上記ダンピングユニットは、
　上記第１スライド部材と上記第２スライド部材との間に設置され、上記第１スライド部
材の直線移動時に回転する回転部と、
　上記回転部に設置されて上記回転部の回転時にダンピング力を発生させるダンパと、
　から構成されることを特徴とする項目８に記載のスライドモジュール。
【００２９】
　（項目１２）
　上記ダンパは、
　上記第２本体に形成された装着部に固定されて内部に流体が充填されるハウジングと、
　上記ハウジングに回転可能に配設されて上記ピニオンギアが連結される回転軸と、
　上記回転軸の外周面に等間隔に配設され、流体の通過時に流動抵抗を発生させるオリフ
ィスが形成される回転翼と、
　から構成されることを特徴とする項目１０に記載のスライドモジュール。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明による携帯端末機は、第１本体と第２本体との間にダンピングユニットを設置し
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て、第１本体のスライド時にダンピング動作を行うことにより、第１本体を徐々に開いて
衝撃を低減できるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　以下、添付の図面を参照して本発明による携帯端末機の好ましい実施形態を説明する。
【００３２】
　図１は本発明の第１実施形態による携帯端末機の斜視図であり、図２は本発明の第１実
施形態による携帯端末機の分解斜視図であり、図３は本発明の第１実施形態による携帯端
末機の正面図である。
【００３３】
　図１～図３に示すように、本発明の第１実施形態による携帯端末機は、各種の情報を表
示するディスプレイ１２及びサウンドを送出するスピーカ１４が取り付けられる第１本体
１０と、第１本体１０がスライド可能に装着され、前面にユーザが情報を入力するキーパ
ッド２２が取り付けられ、背面にバッテリ２４が取り付けられる第２本体２０と、第１本
体１０と第２本体２０との間に設置され、第１本体１０を開方向に付勢する弾性力提供部
と、第１本体１０と第２本体２０との間に設置され、第１本体１０が閉状態のとき、第１
本体１０をロックするロックユニット４０と、第１本体１０のスライド時に発生する衝撃
が低減するようにダンピング動作を行うダンピングユニット６０とから構成される。
【００３４】
　前記弾性力提供部は、第２本体２０の前面に長手方向に形成されるガイド溝３２と、第
１本体１０の背面に固定され、ガイド溝３２に沿って移動する移動ロッド３４と、ガイド
溝３２と移動ロッド３４との間に設置されて移動ロッド３４を付勢する弾性部材３６とか
ら構成される。
【００３５】
　このような弾性力提供部は、ロックユニット４０のロックが解除されると、弾性部材３
６の弾性力により、移動ロッド３４がガイド溝３２に沿ってスライドし、これにより、移
動ロッド３４が固定された第１本体１０が開方向にスライドされる。
【００３６】
　ロックユニット４０は、第２本体２０の側面に外部に露出した状態で配設されるボタン
４２と、ボタン４２に連結されて、ボタン４２が押されることによって直線移動するプッ
シュロッド４４と、第１本体１０に固定され、第２本体２０の前面に形成されたガイドス
ロット４６に沿って移動し、プッシュロッド４４に係止される係止ロッド４８と、プッシ
ュロッド４４に取り付けられ、ボタン４２を押された状態から元の状態に復帰させるリタ
ーンスプリング５０とから構成される。
【００３７】
　係止ロッド４８は、第１本体１０に形成された固定溝５４に締結される固定ブラケット
５２の一面から垂直方向に突出し、その一面は直角に形成されてプッシュロッド４４に係
止され、他面には傾斜面が形成されて第１本体１０の閉方向へのスライド時に係止されな
いようにする。
【００３８】
　このようなロックユニット４０においては、ボタン４２を押すと、プッシュロッド４４
が直線移動して係止ロッド４８から離脱してロックが解除される。すると、第１本体１０
は、弾性部材３６の弾性力により自動で開方向にスライドされる。
【００３９】
　ダンピングユニット６０は、移動ロッド３４の一側面に長手方向に形成されるラックギ
ア６２と、ラックギア６２に噛み合って移動ロッド３４の直線移動により回転運動するピ
ニオンギア６４と、第２本体２０に固定されてピニオンギア６４が取り付けられて、ピニ
オンギア６４が徐々に回転するようにダンピングするダンパ６６とから構成される。
【００４０】
　ダンパ６６は、図４に示すように、第２本体２０に固定されてその内部に流体が充填さ
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れるダンパハウジング７０と、ダンパハウジング７０の内部に回転可能に配設され、流体
の通過時に流動抵抗を発生させるオリフィス７２が形成される複数の回転翼７４と、回転
翼７４及びピニオンギア６４が固定される回転軸７６とから構成される。
【００４１】
　このようなダンピングユニット６０においては、ラックギア６２に噛み合ったピニオン
ギア６４が回転すると、回転軸７６が回転して回転翼７４が回転し、これにより、回転翼
７４に形成されたオリフィス７２が流体の通過時に流動抵抗を発生させてダンピング力を
発生させる。
【００４２】
　以下、このように構成された本発明の第１実施形態による携帯端末機の動作を説明する
。
【００４３】
　図５は本発明の第１実施形態による携帯端末機の作動状態図である。
【００４４】
　第１本体１０が閉状態のときは、ロックユニット４０の係止ロッド４８がプッシュロッ
ド４４に係止された状態になって、端末機が閉状態を維持する。このとき、第２本体２０
に配設された弾性部材３６は圧縮された状態になる。
【００４５】
　このような状態で、ユーザが端末機を使用するためにボタン４２を押すと、プッシュロ
ッド４４が直線移動して係止ロッド４８から離脱して、第１本体１０のロックを解除させ
る。すると、弾性部材３６の弾性力により、移動ロッド３４がガイド溝３２に沿って直線
移動し、これにより、移動ロッド３４が固定された第１本体１０が開方向にスライドされ
る。
【００４６】
　このとき、移動ロッド３４に形成されたラックギア６２に噛み合ったピニオンギア６４
が回転するが、ピニオンギア６４に取り付けられたダンピングユニット６０のダンピング
動作により、ピニオンギア６４は徐々に回転し、これにより、移動ロッド３４が徐々に移
動して、第１本体１０が開くときに発生する衝撃を緩和させる。
【００４７】
　ダンピングユニット６０の動作を説明すると、ピニオンギア６４が回転すると、ピニオ
ンギア６４が固定された回転軸７６が回転し、回転軸７６の回転により回転翼７４が回転
して、ハウジング７０に充填された流体が回転翼７４に形成されたオリフィス７２を通過
することによって、流動抵抗が発生し、ピニオンギア６４が徐々に回転する。
【００４８】
　図６は本発明の第２実施形態によるスライドモジュールの斜視図である。
【００４９】
　本発明の第２実施形態によるスライドモジュールは、第１本体１０に固定される第１ス
ライド部材８０と、第２本体２０に固定され、第１スライド部材８０がスライド可能に取
り付けられる第２スライド部材８２と、第１スライド部材８０と第２スライド部材８８と
の間に設置され、第１スライド部材８０の開方向又は閉方向へのスライド時に弾性力を提
供する弾性力提供部（図示せず）と、第１スライド部材８０と第２スライド部材８２との
間に設置され、第１スライド部材８０の開方向又は閉方向へのスライド時に発生する衝撃
を吸収するダンピングユニット８６とから構成される。
【００５０】
　第１スライド部材８０の両側面には、ガイドロッド８８が長手方向に取り付けられ、第
２スライド部材８２の両側面には、ガイドロッド８８が挿入されて直線移動するガイドホ
ール９０が形成される。
【００５１】
　前記弾性力提供部は、その一側が第１スライド部材８０に固定され、その他側は第２ス
ライド部材８２に固定されて、第１スライド部材８０を開方向又は閉方向に押して第１ス
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ライド部材８０が死点を通過すると第１スライド部材８０を付勢するもので、いかなる構
造も適用可能である。
【００５２】
　ダンピングユニット８６は、第１スライド部材８０と第２スライド部材８２との間に設
置され、第１スライド部材８０のスライド時に回転する回転部９２、９４と、回転部９２
、９４に設置されて回転部９２、９４の回転時にダンピング力を発生させるダンパ６６と
から構成される。
【００５３】
　回転部９２、９４は、第１スライド部材８０に固定されて第１スライド部材８０と共に
直線移動するラックギア９４と、ラックギア９４に噛み合ってダンパ６６が設置されるピ
ニオンギア９２とから構成される。
【００５４】
　ダンパ６６は、第２スライド部材８２に固定され、ピニオンギア９２が回転可能に取り
付けられて、ピニオンギア９２の回転時にダンピング力を発生させるもので、前述した一
実施形態で説明したダンパ９９と同一構造であるので、その説明を省略する。
【００５５】
　このように構成された本発明の第２実施形態による携帯端末機は、第１本体１０に固定
された第１スライド部材８０が開方向又は閉方向にスライドされると、弾性力提供部が第
１スライド部材８０を付着して、第１スライド部材８０が自動でスライドされる。
【００５６】
　このとき、ダンピングユニット８６のダンピング動作により、第１スライド部材８０が
徐々にスライドされて、第１スライド部材８０のスライド時に発生する衝撃が低減する。
【００５７】
　より詳細に説明すると、第１スライド部材８０がスライドされると、第１スライド部材
８０に取り付けられたラックギア９４が直線移動し、これにより、ラックギア９４に噛み
合ったピニオンギア９２が回転し、ピニオンギア９２が取り付けられたダンパ６６がピニ
オンギア９２の回転力を減衰させて、第１スライド部材８０が徐々にスライドされる。
【００５８】
　以上のように、本発明の好ましい実施形態を用いて本発明を例示してきたが、本発明は
、この実施形態に限定して解釈されるべきものではない。本発明は、特許請求の範囲によ
ってのみその範囲が解釈されるべきであることが理解される。当業者は、本発明の具体的
な好ましい実施形態の記載から、本発明の記載および技術常識に基づいて等価な範囲を実
施することができることが理解される。
【００５９】
　端末機にダンピングユニットを設置して、端末機の開閉時にダンピング動作を行うこと
により、端末機の開閉時に発生する衝撃を低減できる携帯端末機を提供する。
【００６０】
　携帯端末機は、第１本体と、第１本体が開閉可能に装着される第２本体と、第１本体と
第２本体との間に設置され、第１本体の開閉時に弾性力を提供する弾性力提供部と、第１
本体と第２本体との間に設置され、第１本体の開閉時に発生する衝撃を低減するダンピン
グユニットとを含む。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明の第１実施形態による携帯端末機の斜視図である。
【図２】本発明の第１実施形態による携帯端末機の分解斜視図である。
【図３】本発明の第１実施形態による携帯端末機の正面図である。
【図４】本発明の第１実施形態によるダンパの断面図である。
【図５】本発明の第１実施形態による携帯端末機の作動状態図である。
【図６】本発明の第２実施形態によるスライドモジュールの斜視図である。
【図７】従来のスライドタイプの携帯端末機の斜視図である。
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【図８】従来のスライドタイプの携帯端末機の分解斜視図である。
【符号の説明】
【００６２】
　１０　第１本体
　２０　第２本体
　３２　ガイド溝
　３４　移動ロッド
　４０　ロックユニット
　４２　ボタン
　４４　プッシュロッド
　４６　ガイドスロット
　４８　係止ロッド
　５０　リターンスプリング
　６０　ダンピングユニット
　６２　ラックギア
　６４　ピニオンギア
　６６　ダンパ

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】
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